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えば、試験をすれば、みなさんに 1 番から 300 番までの順位がつきますが、
社会に出ても、その 1 番から 300 番までの順位は変わらず、そのまま人生が




















































































































































































士が 40 人います。2 段目の右端に 10 人だけ少し大きな字で書いてある力士
を「十両」といいます。「十両」に上がると関取になるんですが、現在、700






























































































（52） 創価人間学論集　第 10 号
引退から現在まで
　私は、大関を 4 年間務め、優勝を 2 回させて頂き、そして土俵を下りまし

































































































　それから 40 年が経ち、今 59 歳になり、まさかみなさんの前で私が歩ん
できた道についてお話しができるなど思いもしませんでした。45 年もの年
月を、1 時間で全て語るのはなかなか難しいので、嫌でなければ、どうか第































































（58） 創価人間学論集　第 10 号
親方に、「てめぇこの野郎、強くなりやがったな、この馬鹿」と言
われたことがありましたが、これは、褒められていたんですね。（笑）
　今は、そこまでは言いませんが、相撲の世界にはそういうとこ
ろがあるんです。確かに、褒めるということを忘れてはいけない
と思います。ただ、本人が辛い時に、どんな言葉をかけてやるの
が一番いいのか、と考えた時、「大丈夫、大丈夫」という言葉は本
当にいいんだろうか、本当に、「大丈夫」と言われて大丈夫なんだ
ろうか、と思います。言う方は、責任を持って、声をかけていか
ないといけないので、何でも「大丈夫だよ」と褒めてしまうのは、
私は違うんじゃないのかなと思います。大事なことは、「こうした
ら大丈夫、こう考えたら大丈夫」というように、右へ行くのか左
へ行くのか、まっすぐ行くのか、という道標をつけて、褒めてあ
げることだと思います。「褒めて伸ばす」というのは、とてもいい
ことだと思うので、私も、「この野郎、強くなったじゃないか。や
ればできるじゃないか、このバカ」と褒めているんです。（笑）　
しかし、相撲界の通りにしてはいけませんよ。学校の先生になっ
たら特にいけません。生徒が風邪を引いて欠席すると言った時に、
「なにが熱だ。医者の言うことを聞いていたら殺されるぞ」と、尾
車親方が言っていた、などとは言わないようにしてください。（笑）
　私は、相撲界の話をしただけですからね。つまり、「褒めて伸ばす」
ということは大事ですが、ただ、やみくもに褒めるというのは間
違いじゃないかなと思います。
　
《司会》：名残惜しいですが、時間が来てしまいましたので、ここで学生から
感謝の思いを込めて、尾車親方に花束の贈呈をしたいと思います。
尾車親方、ご講演大変にありがとうございました。
　
